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人
は
一
生
涯
の
う
ち
に

い
っ
た
－い
何
人
の
人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
日
こ
と
ば
を
交
わ
し
た
人
と
、

今
度
は
い
つ
会
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
考
え
た
ら
、

1
人
ひ
と
り
と
誠
心
誠
意
で
接
し
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

携
帯
電
話
が
普
及
し
て
、

「す
ぐ
連
絡
が
つ
く
か
ら
」
と
待
ち
合
わ
せ
の
時
間
も
守

ら
な
い
人
が
増
え
て
い
石
ょ
う
で
す
。「
会
え
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
っ
て
？
い
い
え
、

「
時
は
人
を
待
た
ず
」
で
す
。二
度
と
戻
ら
な
い
時
聞
を
無
駄
に
す
る
こ
と
を
禅
は
き

つ
く
戒
め
ま
す
。

「
一
期
」
は
人
の
一
生
、

「一

会
」
は
唯
一
た
だ
1
度
の
出
会
い
。

た
と
え
た
び
た
び
顔
を
合
わ
せ
る
相
手
で
あ
っ
て
も
、
今
日
の
茶
会
、
今
日
の
デ
l
ト、

今
日
の
会
食
は
、
二
度
と
同
じ
時
期
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
、
人
生
で
l
度
き
り
の

大
切
な
時
期
な
の
で
す
。

長
年
の
友
人
で
あ
れ
一
旅
先
で
会
っ
た
ゆ
き
ず
り
の
相
手
で
あ
れ
、

二
度
と
来
な
い
人

生
の
ひ
と
と
き
を
共
に
過
ご
す
な
ら
、
「
あ
あ
、
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
」
「
素
敵
な
出
会
い

だ
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
に
、
真
心
を
持
っ
て
接
し
ま
し
ょ
う
。
一
期
一
会
の
精
神
は
、
あ
な

た
自
身
に
も
返
っ
て
き
て
、
よ
り
ゆ
た
か
な
時
聞
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

今
年
も
皆
様
方
に
と
っ
て、

一
期
一
会
が
新
た
な
生
き
る
喜
び
と
な
り
、
自
分
自
身
を

見
つ
め
な
お
し
、
人
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
龍
谷
寺
境
内
で
3
月
お
日
（
日
）
に
「
福
緊
春
ま
つ
り
」
を
、
叩
月
7
日
（
士
）
に

「道
了
秋
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
が
皆
様
方
に
と
っ
て
、
一
期

一
会

の
出
会
い
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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「禅
の
言
葉
」
（
永
岡
書
店
）
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．おしらせ

平成29年1月1口

龍
谷
寺
で
出
ム
ロ
う
言
葉

お
ち
か
い
の
言
葉

こ
れ
は
龍
谷
寺
本
堂
の
両
脇
の
牲
に

掲
げ
て
あ
る
廉
に
か
か
れ
た
言
葉
で
す
。

龍
谷
寺
本
堂
は
、
昭
和
弘
年
の
伊
勢
湾

台
風
で
全
壊
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
世

成
田
川
方
髄
大
和
尚
は
本
堂
再
建
を
発
願

し
ま
し
た
が
、
台
風
後
の
地
域
の
復
興

は
、
並
大
抵
な
こ
と
で
は
な
く
、
寺
の
本

堂
再
建
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

成
田
芳
髄
大
和
尚
は
昭
和
8
年
に
曹
洞

宗
問
教
師
と
し
て
中
国
上
海
に
渡
り
、
何

も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
曹
洞
宗
の
教
義
を

布
教
し
、
上
海
の
呉
松
路
に
「
長
徳
院
」
を

建
立
し
、
支
援
者
、
信
徒
も
増
え
、
布
教
活

動
が
軌
道
に
乗
っ
た
こ
ろ
、
第
二
次
世
界

大
戦
が
終
戦
を
迎
え
た
た
め
。
す
べ
て
の

も
の
を
投
げ
打
ち
、
日
本
へ
戻
り
ま
し
た
。

成
出
芳
髄
大
和
尚
は
、
心
に
残
る
長

徳
院
を
も
う

一
度
日
本
に
建
立
し
よ
う

と
い
う
思
い
を
持
ち
、
現
在
の
龍
谷
寺

「恐
い
事
は
一切
致
し
ま
せ
ん
」

「浮
い
事
は
進
ん
で
致
し
ま
す
」

「
私
は
私
の
心
を
清
ら
か
に
し
ま
す
」

「
是
れ
が
備
さ
ま
の
教
え
で
す
」

本
堂
を
建
設
し
ま
し
た
。

ご
覧
頂
く
と
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
の

禅
寺
の
本
堂
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
成
田
芳
髄
大
和
尚
の
思
い

か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
成
田
芳
髄
大
和
尚

は
仏
教
を
子
ど
も
に
も
大
人
に
も
わ
か

り
や
す
く
布
教
す
る
こ
と
に
も
心
を
砕

き、

こ
の
「
お
ち
か
い
の
言
葉
」
の
廉
を

掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、
お
釈
迦
様

の
教
え
を
端
的
に
わ
か
り
や
す
く
示
し

た
も
の
で
す
。

現
在
、
日
東
保
育
園
の
園
児
た
ち
は

集
会
の
時
、
必
ず
皆
で
「お
ち
か
い
の
言

葉」
を
唱
え
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
に
、
わ
か
り

や
す
い
み
仏
様
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と

心
に
刻
み
、
そ
れ
が
人
と
し
て
生
き
る

上
の
上
台
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
皆
様

も
本
堂
両
脇
に
掲
げ
て
あ
る
お
言
葉
を

1
度
唱
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

龍
谷
寺
総
代

岡
田
克
己
氏
逝
去

長
年
、
龍
谷
寺
の
総
代
を
務

め
た
岡
田
克
己
氏
が
平
成
羽
作

4
月
7
円
、∞
∞
歳
で
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
岡
田
克
己
さ
ん
は
、
名

古
屋
大
学
の
守
衛
を
お
年
間
勤

め
ら
れ
、
退
職
後
は
三
本
木
町

の
芸
能
保
作
会
で
お
機
／
了
の
普

及
に
尽
h
A
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
9
年
、
法
党
隆

真
大
和
尚
の
晋
山
式
以
降
凶
年

に
わ
た
り
、
龍
谷
寺
の
護
持
発

展
に
心
血
を
注
が
れ
ま
し
た
。

平
成
日
年
ご
ろ
か
ら
幼
少
の

祈
真
の
貧
棚
経
を
補
佐
し
、
自

ら
運
転
を
し
、
お
経
を
唱
え
、
仏

道
へ
と
導
い
て
頂
き
ま
し
た
。
寺

族
一
問
、感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

葬
儀
は
、
龍
谷
寺
本
堂
で
行

わ
れ
、
多
く
の
方
が
遺
徳
を
偲

び
、
焼
香
を
し
、
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。

戒
名
全
徳
院
大
信
克
型
店
士
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龍谷寺永代供養墓「縁」のご案内
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龍谷寺「大般若祈祷会」のご案内
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今年は、 「大般若祈祷会」の後、三

河万歳をご覧頂きます。「万歳」は、正

)jにその年が良い年になるように、願

いを新春のお訪れ、の言葉に込めて持

う祝福の芸であり、万歳師の訪れは、

歓迎されるものでした。制在、安城や

阿尾、字国では保存会が結成され、芸

能としての万歳が伝承されています。

平成7年には、国指定；μ：要1!lt形民

俗文化財に指定。

持さまのご来寺をお待ちしています。

龍谷寺永代供養幕「縁Jは、継

承者がいない万で、も、安心して納

骨ができます。

龍谷寺では、33回忌まで責任を

持って供益をいたします。春、秋、

お命などの法袋には、ご自由に参

加することができます。

坐1'1IJのおt-11込みもお受けしま

す。納骨は35万円からのご相談

に応じます。永代供養料のみで、

永代使用料、管用料は不要です。



福
衆
春
ま
つ
り

第6号

；~旨、宗派は聞いません（ただし、仏教徒

のH及、当寺の認める宗派）。第 1ブロックか

l努持ブロ今中主ぞぽポゃな去さ舟お基が

ります。

お墓の建立をお考えの方は霊苑現地案内

所、または龍谷寺までお問い合わせください。

午
前
日
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で

3
月
初
日
（
日
）

十
4
時

Y
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＋
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＋
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令
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福
泉
観
行
は
、
観
慣
白
芹
院
と
し
て
慈
悲
の
け

で
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
対
し
、
そ
の
福
徳
を
的

し
み
な
く
与
え
、
す
べ
て
の
も
の
の
宇
せ
を
司
っ
て

お
ら
れ
る
観
百
憾
で
す

福星電観音

。
福
衆
観
音
特
別
法
要

。
芳
桜
茶
会

ミる占

第 191nJ万般茶会

とさ 平成zg年 3月26R（円） ~：·：誌
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サ
ロ
ン
・
ド
・
マ
ル
シ
ェ

・
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

春は桜、秋は楓を楽しめる日進桜楓霊苑

は、開始以来20年が経ち、約800基が建立さ

p宅いますr当イ是の住職は3-&世の成田II釜貞、
36世の成田芳髄は曹洞宗官長と曹洞宗大本ー

山網、持寺貰首（横浜市鶴見区）を務めました。

南向きの霊苑はお参りの方が絶えず、花の

香りが漂う明るい霊苑です。

写
経
奉
納
会

梅
花
流
詠
讃
歌
奉
詠

芳
桜
子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室
発
表

芳
桜
会
ピ
ア
ノ
教
室
発
表

芳
桜
書
道
会
展
示

道2
了；

ょ秋
；： ま
iて〉
主り

ω月
7
日
（
土
）
枠
制品一対日

見

Y
A
Y
W
T

γ
宇－
Y
4
E
Y
や
や
眠
γ
・7
＋
i
A
7
4
0
r
y
v一色人・
λ
・6
4
γ

山
、
十
一
？
γ
4
A
’t？
λ

道
了
様
は
、
皆
さ
ま
の
願
い
を
か
な
え
て

心
願
成
就
の
I
A
主
で
す

れ
る

日進桜楓霊苑の
－ご案丙一

。
道
了
様
特
別
法
要

。
龍
谷
寺
本
堂
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

O
日
東
バ
ザ
ー

相暗t

－まつりのご案内

・｜三｜進桜楓霊苑

平成29年1月11::1
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－龍谷寺年間行事のごあんない

1
月
1
口
（
祝
・
日
）

｝

元
旦
祈
祷

2
口
（
祝
・
月
）

」

年
始
受
付
、
平
成
ぬ
年
法
事
受
付

9
日
（祝
・
月
）
成
人
の
日
午
前
叩
時
か
ら

大
般
若
祈
祷
会

2
月
1
日
（
水
）

｝

3

Y
浬
繋
阿
展
覧

1
日
日
（
木
）

」

日
日
（
祝
・
上
）

開
山
忌

日
日
（
水
）
浬
集
会
（
ね
は
ん
え
・
お
釈
迦
様
が
亡
く
な
ら
れ
た
日
）

3
月
初
日
（
祝
・
月
）

春
分
の
日
午
前
叩
時
か
ら
春
彼
岸
会
法
要

3
月
初
日
（
日
）

第
凶
阿
芳
桜
茶
会
午
前

ω時
か
ら
午
後

3
時

福
緊
春
ま
つ
り

藤
島
弘
法

口
東
夏
祭
り

4
月
凶
日
（
日）

7
月

1
日
（土）

8
月

1
日
（火
）

j

U
日
（
月
）

日
日
（
火
）

9
月
お
日
（
祝
・
土
）

叩
月

7
日
（
土
）

日
月
お
日
（
祝
・
木
）

ロ
月
3
日
（

H）

8
日
（
金
）

引
日
（
日
）

）
盆
棚
経

盆
大
施
餓
鬼
会

秋
分
の
日
秋
彼
岸
会

道
了
秋
ま
つ
り
・
日
東
バ
ザ
ー

水
子
供
養
会

永
代
供
養
墓
「
縁
」
供
養
会
午
前
叩
時
か
ら

成
道
会
（
お
釈
迦
様
が
悟
り
を
聞
い
た
日
）

除
夜
の
鐘
打
鐘
午
後
日
時
必
分
か
ら

~ 
会t

今
年
も
l
年
の
無
病
息
災
を
祈
り
、
家
庭
円
満
を
願

う
大
般
若
祈
持
会
を
厳
修
し
ま
す
。
法
要
終
了
後
は
、

無
病
息
災
を
願
っ
て
、
恒
例
の
「大
恨
炊
き
」
と
「甘
酒
」

を
振
舞
い
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
幼
年

1
月
9
日
（
祝
・
月
）
午
前
日
時

そ
よ
風
に
花
の
香
り
が
運
ば
れ
る
龍
谷
寺
境
内
で
、

一
服
の
お
茶
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
】
平
成
ぬ
年
3
月
初
日
（
口
）

午
前
叩
時
か
ら
午
後
3
時

前
売
り
券
は
2
月
ご
ろ
か
ら
販
売

一席

6
0
0
円

二
席

1
0
0
0
円

。
当
日
は

一席
券
の
み
販
売
し
ま
す
。

写
経
奉
納
会
、
梅
花
流
詠
讃
歌
奉
詠

芳
桜
子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室
発
表

芳
桜
会
ピ
ア
ノ
教
室
発
表

芳
脳
書
道
会
展
示

〔
お
茶
券
】

【
同
時
開
催
】

会期

平
成
初
年

5
月
お
日
（
火
）
か
ら

M
U
H
（水）

福
井
県
サ
ン
ド

l
ム
福
井

場日

龍谷寺では日本文化を継承していこうと、様々な文化活動を行っています。

皆様のご参加をお待ちしています。

4 

。
芳
桜
書
道
会

毎
週
土
曜
日

午
前
旧
時
か
ら
正
午

午
後
2
時
か
ら
4
時

本
堂
下
答
殿
に
て

月
謝
大
人

3
0
0
0
円

小
人

2
5
0
0
円

【
指
導
】
安
藤
霜
秋
先
生

。
写
経
会

毎
月
第
3
金
曜
日

午
後
l
時
か
ら
3
時

本
堂
下
客
殿
に
て

志
納
料

1
0
0
0
円

。
梅
花
流
詠
讃
歌
を
唱
え
よ
う

毎
月
1
同

午
後
l
時
か
ら
3
時

本
堂
下
客
殿
に
て

【
指
導
】
富
尾
智
恵
先
生

令
芳
桜
茶
道
会

毎
週
土
曜
日

午
後
1
時
か
ら
5
時

心
月
庵
茶
室
に
て

－V
芳
桜
子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室

土
曜
日

日
東
保
育
園
内

【
指
導
】
花
柳
東
風
香
先
生

※
詳
し
く
は
龍
谷
与
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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